　　　　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　

実施日　　平成19年10月29日（月）　　　　　　　　　　　（第23回）

時　間　　14：00～15:30  　　　　　　　　　　　　　　　 司会者：藤原　香織

場　所　　本部２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　　記録者：東　和弘
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＜柴山さんから＞

1、 退院カルテのチェック表を確認

退院月の記録を中心にチェック表に沿って確認します。

不備がある場合はチェック表と一緒に病棟に返却します。

訂正・追加記載してチェック表を沿えてSSまでおろしてください。

　例）精神療法のフローシート未記入

　　　資格者サインもれ

　　　検査結果を貼付する場所が違う（月の違いなど）

2、 毎月おろすカルテ1枚目のシートにID番号を記入してください

（カルテ並び順を変更するため）

原本の右上にID記入欄を追加する

3、 検査管理伝票その他の件

退院カルテが資料室にいってから出てきた検査結果などは直接SSに渡してください。ただし、退院後1ヶ月以上経過したものは担当者が責任をもって処理してください。

4、 病棟日誌

職員連絡先の名簿一覧を、最新のものにしていく

＜グループ活動報告＞

· 各病棟ごとのユニットケア運営基準を作成していかなければならない。

東）本日より月館幸子スタッフが復帰、介護職での勤務

西）東志保スタッフが切迫流産で2週間欠勤

　現場は5人で夜勤をまわす体制になっている

　中村SGMは2日まで不在（院外出張）

外来）外来スタッフ応援依頼が必要である

通所）11月3日、棟内ワックスがけの予定

＜連絡事項＞

· 経理からの上半期データ

光熱費はきているが、他のデータはSGMには届いていない

· 病欠中はスタッフ人員のカウントに入れない

· 3日の学術にむけてのシンポジウム準備をSGMは進めておくこと

外来・・病院外来は入り口と出口の役割を担っている。入院になれば病棟との

　　　　関わり、退院は外来に戻っての地域との橋渡し、PSWとの連携が大切に

　　　　なる。

　　　　ケア会議で医師や行政との関わりもある。

　　　　むしろ、外来に来れなくなった患者様にどのようなアプローチが？

東・・・入院と同時に退院への関わりが始まっていく。目の前にいる不安が

　　　　強い対象に意図的な関わりができていくか、日ごろの中でスタッフに

　　　　伝えていかなければならない。

　　　　入院前の状態にどれだけ近づけられるかが鍵になる

南・・・一般精神とは違う環境の中で・・・、何かを考える

北・・・地域連携の北の役割を考える

· 賞与評価（5月16日～11月15日）の準備とプレ評価を5日に予定

· アドバイザー報告会が11月28・29日に予定

· 東浦先生の看護責任者の研修（勉強会）を年明けに予定

· 5日の夕方、プロセスレコードの勉強会

· 緊急コードの使い方

コールの時点ですべてのスタッフが集まるシステムが大切

＜検討事項＞

毎週月曜日の看護検討会のスケジュールの確認

第1、 ケアプロセスの定期的評価（前月分）

第2、 看護研修の構築について

第3、 看護記録の書式について検討
















